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「こころの耳」でも
働く人のSNS相談事
業が始まっている。
⇒産業保健領域への
応用



2020年11月23日日本産業衛生学会全国協
議会にてポスター発表(pp13-3)



【学会発表】

産業保健の世界ではSNSカウンセリングについては、まだ十分に
知られているとはいいがたい。

今回、紹介の意味を込めて、日本産業衛生学会では初めてSNSカ
ウンセリングについての発表を行った。

内容は2019年8月～2020年2月、某企業の3年目までの社員350名
に対し、SNSカウンセリングを行った結果のデータの一部を当該
企業ならびに実施者から頂き、まとめたもの。

さらに実施者にモデル例を作成していただき発表した。



【発表内容（抄：1/5）】



【発表内容 (抄：2/5)】

某企業の入社3年目までの社員350名



【発表内容 (抄：3/5)】

相談内容



【発表内容 抄(4/5)】



【発表内容 (抄：5/5)】



【発表後の質疑応答並びにコメント】

• 緊急時対応はどうしているのか？

• 相談時間が限られているが大丈夫か？

• 他の会社の例はないか？

• カウンセリングでカウンセラーが抱え込みすぎて医者にかかる
タイミングが遅すぎる例があるのだが、SNSカウンセリングで
はどうか？

• 実はうちの会社でも導入しようとしている（複数）

など比較的好意的なものが多かった



【産業医から見たSNSカウンセリング】

いわゆる4つのケア

① セルフケア

② ラインケア

③ 事業場内スタッフによるケア（保健スタッフ、産業医など）

④ 事業場外資源によるケア（EAP、精神科医、カウンセラーなど）

などの④にあたる



【産業医から見たSNSカウンセリング】

• どの程度のデータが会社、あるいは会社の保健スタッフに帰っ
てくるのが望ましいか？？

• 件数、人数

• 悩みの内容？？

• 支店や地域単位、あるいは職種単位？？

• 緊急時対応のルートは？？？



【産業医から見たSNSカウンセリング】

劣悪な職場環境（パワハラが横行しているなど）

＋作業の問題（長時間残業、本人に合わない職種など）

⇒高ストレス状態

⇒うつ状態、休職、退職（事例性）

事例を減らせるか

メンタル問題に役立つか。さらには。。。

より根本的なところに役立つだろうか。どうやれば役立つだろうか？

Cf)ストレスチェックは集団分析を通じて職場環境を改善しようとしている



【NIOSHのストレス性職業モデル】

● SNSカウンセリ
ングは、仕事外の要
因も扱えるが、今回
の調査ではその頻度
は少なかった

● 職場のストレス
要因や緩衝要因に対
しては無力

東京都労働情報相談センターのサイトより



【神田橋の私見】

それはそれでいいじゃないか

① 緊急性の判断をしっかりと行う
② 職場の人事や産業保健スタッフに相談したほうがいい人にはそれを勧め
る

の二点をやっていただければ、あとは相談件数くらいと大雑把な相談内容の
報告があれば十分。

効果としての休職者数、退職者数などは会社側で把握できる。

(独立した）相談先がたくさんあることがより健康な状態



【産業医としてSNS産業カウンセリングへの希望】

• 実際に会社に導入した時の効果

• 学術的に会社員に対して有効であるという強いエビデンス
（学術的な、できれば英語論文）

• 各団体のカウンセラーの質の統一と向上

SNS産業カウンセリングに非常に期待しております！！



ご清聴ありがとうございました

疑問点等はdb-seed@ace.ocn.ne.jp

合同会社DB-SeeD 神田橋宏治まで


